
科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

AE10C92 総合演習IV 2 3.0 3 春AB 随時
日本語・日本文化
学類関係教員

卒業論文作成のための基礎力を養う。 2019年度以降の入学者
対象。
AE10C12/AE10C22/AE10
C32/AE10C42に相当。
留学または休学した学
生対象の科目であり、
履修にあたっては相談
を要する。

AE10D12 卒業論文演習I 2 3.0 4 春AB 随時
日本語・日本文化
学類関係教員

卒業論文作成のための指導を行う。 2019年度以降の入学者
対象。

AE10D22 卒業論文演習III 2 3.0 4 秋AB 随時
日本語・日本文化
学類関係教員

卒業論文作成のための指導を行う。 2019年度以降の入学者
対象。AE10D12に相
当。留学または休学し
た学生対象の科目であ
り、履修にあたっては
相談を要する。

AE10E12 卒業論文演習II 2 3.0 4 秋AB 随時
日本語・日本文化
学類関係教員

卒業論文作成のための指導を行う。 2019年度以降の入学者
対象。

AE10E22 卒業論文演習IV 2 3.0 4 春AB 随時
日本語・日本文化
学類関係教員

卒業論文作成のための指導を行う。 2019年度以降の入学者
対象。AE10E12に相
当。留学または休学し
た学生対象の科目であ
り、履修にあたっては
相談を要する。

AE10022 卒業論文演習II 2 1.0 4 春ABC 随時
日本語・日本文化
学類関係教員

卒業論文作成のための指導を行う。 2018年度以前の入学者
対象。

AE10032 卒業論文演習III 2 1.0 4 秋ABC 随時
日本語・日本文化
学類関係教員

卒業論文作成のための指導を行う。 2018年度以前の入学者
対象。

AE10052 卒業論文演習V 2 1.0 4 秋ABC 随時
日本語・日本文化
学類関係教員

卒業論文作成のための指導を行う。 2018年度以前の入学者
対象。AE10022に相
当。留学または休学し
た学生対象の科目であ
り、履修にあたっては
相談を要する。

AE10062 卒業論文演習VI 2 1.0 4 春ABC 随時
日本語・日本文化
学類関係教員

卒業論文作成のための指導を行う。 2018年度以前の入学者
対象。AE10032に相
当。留学または休学し
た学生対象の科目であ
り、履修にあたっては
相談を要する。

AE10F18 卒業論文 8 6.0 4 秋ABC 随時
日本語・日本文化
学類関係教員

卒業論文を作成する。

AE10F28 卒業論文 8 6.0 4 春ABC 随時
日本語・日本文化
学類関係教員

卒業論文を作成する。 留学または休学した学
生対象の科目であり、
履修にあたっては相談
を要する。

日本語・日本文化研修留学生

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

AE81N13
日本語・日本文化実験
実習

3 1.0 1
秋AC
秋B

随時
集中

朴 宣美,渡部 宏
樹

学外での研修を通して日本文化に直接接する。研
修前には事前学習を行い、研修後は各自のテーマ
でレポートを作成する。

日本語・日本文化研修
留学生対象。
対面

AE82N22
日本語・日本文化基礎
研究

2 1.0 1 秋AB 随時
朴 宣美,渡部 宏
樹

修了レポート作成のための予備指導を行う。 日本語・日本文化研修
留学生対象。

AE82N32
日本語・日本文化特別
研究

2 2.0 1 春AB 随時
今田 水穂,朴 宣
美

修了レポート作成のための指導を行う。 日本語・日本文化研修
留学生対象。

AE82N48
日本語・日本文化修了
レポート

8 2.0 1 春ABC 随時
今田 水穂,朴 宣
美

各自の研究テーマについて、各指導教員のもとで
修了レポートを作成する。

日本語・日本文化研修
留学生対象。

社会・国際学群グローバル科目群

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

BA20021
地球規模課題へのアプ
ローチ

1 2.0 1 - 4 秋AB 月3,4
共同利
用棟
A101

土井 隆義,佐本
英規

国際社会は、2015年に国連総会で採択された持続
可能な開発目標(SDGs)のもと、2030年までに「
誰一人取り残さない(no one will be left
behind)」社会を実現するため、経済、社会、環
境など、様々な分野の広範な課題に統合的に取り
組んでいる。SDGsには17の開発目標が設定され、
先進国、途上国を問わず各国政府、地方自治体、
民間企業、NGO、有識者をはじめ、私たち一人ひ
とりが、それぞれの立場で役割を果たすことが求
められている。とりわけ国際機関やグローバルな
活動を展開する企業、団体等は、それぞれの専門
分野における知見と技術、ネットワーク、実績を
もとに様々な分野のパートナーとの連携、協働を
推進している。その活動は、国や組織の枠を超
え、グローバルな視点でリーダーシップを発揮す
る人材によって支えられている。本講義では、地
球規模課題に取り組む人々の実践的な話を通じ
て、履修学生が自らのキャリア形成について考え
る機会を提供することを目的とする。

【受入上限数60名】
G科目。オンライン(同
時双方向型)。平成30
年度総合科目I「地球
規模課題へのアプロー
チ」(1205011)と同一
内容のため、重複履修
は不可。

BA20033
東南アジア国際研修
(フィリピン)

3 3.0 1 - 4
春季休業

中
集中 佐本 英規

本学協定校のアテネオ・デ・マニラ大学(フィリ
ピン)で専門科目の授業に参加し、英語でのディ
スカッションやプレゼンテーションを実施する。
同時に同大学の語学センターにおける短期英語研
修に参加し、英語4技能の向上をはかる。また同
校の学生との交流活動も行なう。

詳細後日周知。事前研
修は日本語、現地研修
は英語で実施。国内外
における新型コロナウ
イルス感染症の流行状
況によりオンライン短
期留学に変更となる場
合が有る。

TSUKUBA 社会国際学初年次チュートリアルプログラム(T-FEP)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

BA91012
社会学の最前線チュー
トリアル

2 1.0 1 秋ABC 応談
社会学主専攻全教
員

「社会学の最前線」の各回内容に関する質疑応答
と討論を通じて各自の問題関心を深め、進級後の
研究テーマを探究する。また、その研究テーマを
追究するために効果的な進級後のカリキュラムの
組み方について指導助言をおこなう。

今年度の「社会学の最
前線」を履修中である
こと。原則として1年
次生のみ履修可。総合
学域群生の履修を優先
するが、定員に満たな
い場合は、社会・国際
学群→他学群の優先順
位で、他学群生の履修
も認める。履修希望者
が定員を上回った場合
は選抜をおこなう。定
員、履修条件、選抜方
法、開講日等の詳細は
シラバスを参照のこ
と。
対面

BA91022
法学の最前線チュート
リアル

2 1.0 1 秋ABC 応談 法学主専攻全教員

「法学の最前線」の各回内容に関する質疑応答と
討論を通じて各自の問題関心を深め、進級後の研
究テーマを探究する。また、その研究テーマを追
究するために効果的な進級後のカリキュラムの組
み方について指導助言をおこなう。

今年度の「法学の最前
線」を履修中であるこ
と。原則として1年次
生のみ履修可。総合学
域群生の履修を優先す
るが、定員に満たない
場合は、社会・国際学
群→他学群の優先順位
で、他学群生の履修も
認める。履修希望者が
定員を上回った場合は
選抜をおこなう。定
員、履修条件、選抜方
法、開講日等の詳細は
シラバスを参照のこ
と。
対面

４．社会・国際学群

（１）社会・国際学群グローバル科目群、TSUKUBA 社会国際学初年次チュートリアルプログラム(T-FEP)
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科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

BA91032
政治学の最前線チュー
トリアル

2 1.0 1 春ABC 応談
1B309,
1B310

政治学主専攻全教
員,鈴木 創,南山
淳,明石 純一,関
能徳

「政治学の最前線」の各回内容に関する質疑応答
と討論を通じて各自の問題関心を深め、進級後の
研究テーマを探究する。また、その研究テーマを
追究するために効果的な進級後のカリキュラムの
組み方について指導助言をおこなう。

今年度の「政治学の最
前線」を履修中である
こと。原則として1年
次生のみ履修可。総合
学域群生の履修を優先
するが、定員に満たな
い場合は、社会・国際
学群→他学群の優先順
位で、他学群生の履修
も認める。履修希望者
が定員を上回った場合
は選抜をおこなう。定
員、履修条件、選抜方
法、開講日等の詳細は
シラバスを参照のこ
と。
対面

BA91042
経済学の最前線チュー
トリアル

2 1.0 1 春BC 応談
1B309,
1B310

経済学主専攻全教
員

「経済学の最前線」の各回内容に関する質疑応答
と討論を通じて各自の問題関心を深め、進級後の
研究テーマを探究する。また、その研究テーマを
追究するために効果的な進級後のカリキュラムの
組み方について指導助言をおこなう。

今年度の「経済学の最
前線」を履修中である
こと。原則として1年
次生のみ履修可。総合
学域群生の履修を優先
するが、定員に満たな
い場合は、社会・国際
学群→他学群の優先順
位で、他学群生の履修
も認める。履修希望者
が定員を上回った場合
は選抜をおこなう。定
員、履修条件、選抜方
法、開講日等の詳細は
シラバスを参照のこ
と。
対面

BA92012 国際学Iチュートリアル 2 1.0 1 秋学期 応談 3A308
外山 文子,大倉
沙江,茅根 由佳,
毛利 亜樹

国際学I（国際政治・国際法分野）の各回内容に
関する質疑応答と討論を通じて各自の問題関心を
深め、進級後の研究テーマを探究する。また、そ
の研究テーマを追究するために効果的な進級後の
カリキュラムの組み方について指導助言をおこな
う。

今年度の「国際学Ⅰ」
を履修中であること。
原則として1年次生の
み履修可。総合学域群
生の履修を優先する
が、定員に満たない場
合は、社会・国際学群
→他学群の優先順位
で、他学群生の履修も
認める。履修希望者が
定員を上回った場合は
選抜をおこなう。定
員、履修条件、選抜方
法、開講日等の詳細は
シラバスを参照のこ
と。
対面

BA92022
国際学IIチュートリア
ル

2 1.0 1
春AB

春季休業
中

応談 3A308

柏木 健一,田中
洋子,内藤 久裕,
黒川 義教,中野
優子,モハマド マ
レク アブドゥル,
ユウ ゼンフェイ

国際学II（経済学分野）の各回内容に関する質疑
応答と討論を通じて各自の問題関心を深め、進級
後の研究テーマを探究する。また、その研究テー
マを追究するために効果的な進級後のカリキュラ
ムの組み方について指導助言をおこなう。授業の
一部は英語で行う。

今年度の「国際学II」
を履修中であること。
原則として1年次生の
み履修可。総合学域群
生の履修を優先する
が、定員に満たない場
合は、社会・国際学群
→他学群の優先順位
で、他学群生の履修も
認める。履修希望者が
定員を上回った場合は
選抜をおこなう。定
員、履修条件、選抜方
法、開講日等の詳細は
シラバスを参照のこ
と。
対面

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

BA92032
国際学IIIチュートリア
ル

2 1.0 1 秋学期 応談 3A308

関根 久雄,井出
里咲子,柴田 政
子,松島 みどり,
寺内 大左

国際学III（文化・社会開発分野）の各回内容に
関する質疑応答と討論を通じて各自の問題関心を
深め、進級後の研究テーマを探究する。また、そ
の研究テーマを追究するために効果的な進級後の
カリキュラムの組み方について指導助言をおこな
う。

今年度の「国際学Ⅲ」
を履修中であること。
原則として1年次生の
み履修可。総合学域群
生の履修を優先する
が、定員に満たない場
合は、社会・国際学群
→他学群の優先順位
で、他学群生の履修も
認める。履修希望者が
定員を上回った場合は
選抜をおこなう。定
員、履修条件、選抜方
法、開講日等の詳細は
シラバスを参照のこ
と。
対面

BA92042
国際学IVチュートリア
ル

2 1.0 1
春BC

春季休業
中

応談 3A306
奥島 真一郎,亀山
啓輔,高橋 伸

国際学IV（情報・環境分野）の各回内容に関する
質疑応答と討論を通じて各自の問題関心を深め、
進級後の研究テーマを探究する。また、その研究
テーマを追究するために効果的な進級後のカリ
キュラムの組み方について指導助言をおこなう。

今年度の「国際学IV」
を履修中であること。
原則として1年次生の
み履修可。総合学域群
生の履修を優先する
が、定員に満たない場
合は、社会・国際学群
→他学群の優先順位
で、他学群生の履修も
認める。履修希望者が
定員を上回った場合は
選抜をおこなう。定
員、履修条件、選抜方
法、開講日等の詳細は
シラバスを参照のこ
と。
対面
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科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

BA91032
政治学の最前線チュー
トリアル

2 1.0 1 春ABC 応談
1B309,
1B310

政治学主専攻全教
員,鈴木 創,南山
淳,明石 純一,関
能徳

「政治学の最前線」の各回内容に関する質疑応答
と討論を通じて各自の問題関心を深め、進級後の
研究テーマを探究する。また、その研究テーマを
追究するために効果的な進級後のカリキュラムの
組み方について指導助言をおこなう。

今年度の「政治学の最
前線」を履修中である
こと。原則として1年
次生のみ履修可。総合
学域群生の履修を優先
するが、定員に満たな
い場合は、社会・国際
学群→他学群の優先順
位で、他学群生の履修
も認める。履修希望者
が定員を上回った場合
は選抜をおこなう。定
員、履修条件、選抜方
法、開講日等の詳細は
シラバスを参照のこ
と。
対面

BA91042
経済学の最前線チュー
トリアル

2 1.0 1 春BC 応談
1B309,
1B310

経済学主専攻全教
員

「経済学の最前線」の各回内容に関する質疑応答
と討論を通じて各自の問題関心を深め、進級後の
研究テーマを探究する。また、その研究テーマを
追究するために効果的な進級後のカリキュラムの
組み方について指導助言をおこなう。

今年度の「経済学の最
前線」を履修中である
こと。原則として1年
次生のみ履修可。総合
学域群生の履修を優先
するが、定員に満たな
い場合は、社会・国際
学群→他学群の優先順
位で、他学群生の履修
も認める。履修希望者
が定員を上回った場合
は選抜をおこなう。定
員、履修条件、選抜方
法、開講日等の詳細は
シラバスを参照のこ
と。
対面

BA92012 国際学Iチュートリアル 2 1.0 1 秋学期 応談 3A308
外山 文子,大倉
沙江,茅根 由佳,
毛利 亜樹

国際学I（国際政治・国際法分野）の各回内容に
関する質疑応答と討論を通じて各自の問題関心を
深め、進級後の研究テーマを探究する。また、そ
の研究テーマを追究するために効果的な進級後の
カリキュラムの組み方について指導助言をおこな
う。

今年度の「国際学Ⅰ」
を履修中であること。
原則として1年次生の
み履修可。総合学域群
生の履修を優先する
が、定員に満たない場
合は、社会・国際学群
→他学群の優先順位
で、他学群生の履修も
認める。履修希望者が
定員を上回った場合は
選抜をおこなう。定
員、履修条件、選抜方
法、開講日等の詳細は
シラバスを参照のこ
と。
対面

BA92022
国際学IIチュートリア
ル

2 1.0 1
春AB

春季休業
中

応談 3A308

柏木 健一,田中
洋子,内藤 久裕,
黒川 義教,中野
優子,モハマド マ
レク アブドゥル,
ユウ ゼンフェイ

国際学II（経済学分野）の各回内容に関する質疑
応答と討論を通じて各自の問題関心を深め、進級
後の研究テーマを探究する。また、その研究テー
マを追究するために効果的な進級後のカリキュラ
ムの組み方について指導助言をおこなう。授業の
一部は英語で行う。

今年度の「国際学II」
を履修中であること。
原則として1年次生の
み履修可。総合学域群
生の履修を優先する
が、定員に満たない場
合は、社会・国際学群
→他学群の優先順位
で、他学群生の履修も
認める。履修希望者が
定員を上回った場合は
選抜をおこなう。定
員、履修条件、選抜方
法、開講日等の詳細は
シラバスを参照のこ
と。
対面

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

BA92032
国際学IIIチュートリア
ル

2 1.0 1 秋学期 応談 3A308

関根 久雄,井出
里咲子,柴田 政
子,松島 みどり,
寺内 大左

国際学III（文化・社会開発分野）の各回内容に
関する質疑応答と討論を通じて各自の問題関心を
深め、進級後の研究テーマを探究する。また、そ
の研究テーマを追究するために効果的な進級後の
カリキュラムの組み方について指導助言をおこな
う。

今年度の「国際学Ⅲ」
を履修中であること。
原則として1年次生の
み履修可。総合学域群
生の履修を優先する
が、定員に満たない場
合は、社会・国際学群
→他学群の優先順位
で、他学群生の履修も
認める。履修希望者が
定員を上回った場合は
選抜をおこなう。定
員、履修条件、選抜方
法、開講日等の詳細は
シラバスを参照のこ
と。
対面

BA92042
国際学IVチュートリア
ル

2 1.0 1
春BC

春季休業
中

応談 3A306
奥島 真一郎,亀山
啓輔,高橋 伸

国際学IV（情報・環境分野）の各回内容に関する
質疑応答と討論を通じて各自の問題関心を深め、
進級後の研究テーマを探究する。また、その研究
テーマを追究するために効果的な進級後のカリ
キュラムの組み方について指導助言をおこなう。

今年度の「国際学IV」
を履修中であること。
原則として1年次生の
み履修可。総合学域群
生の履修を優先する
が、定員に満たない場
合は、社会・国際学群
→他学群の優先順位
で、他学群生の履修も
認める。履修希望者が
定員を上回った場合は
選抜をおこなう。定
員、履修条件、選抜方
法、開講日等の詳細は
シラバスを参照のこ
と。
対面

― 342 ― ― 343 ―
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